






































































































経営 法 合計 経営 法 合計経営 法 合計
高校での履修状況
高校で物理を履修した者
入試科目として勉強、受験した 3 2 5 0 0 0 0 4 4
入試科目として勉強、受験しなかっ 3 5 8 0 2 2 1 1 2
入試科目としての勉強はしなかった 35 944 8 16 24 14 2943
合計 41 16 57 818 26 15 3449
物理を履修しなかった者の履修科目
生物のみ 25 11 36 8 8 16 7 35 42
化学のみ 3 3 6 2 3 5 2 12 14
地学のみ 13 316 0 2 2 0 4 4
理科1のみ 2 1 3 1 2 3 0 2 2
生物と化学 18 10 28 5 16 21 11 24 35
生物と地学 1 1 2 1 2 3 0 1 1
化学と地学 2 0 2 1 1 2 0 3 3
理科1と生物 4 O 4 0 1 1 1 2 3
理科1と化学 0 0 0 0 0 0 0 1 1
理科1と地学 O 1 1 0 0 0 0 0 0
回答無し 10 010 0 5 5 4 812
合計 78 3010818 40 58 25 92117















経営 法 合計 経呂 法 合計経営 法 合計
難しい
入試物理、受験組 0 1 1 O O 0 0 1 1
入試物理、非受験組 2 3 5 0 0 0 2 3 5
物理履修、非入試物理 9 2 11 3 7 10 9 2 11
やや難しい
入試物理、受験組 0 0 0 0 0 0 0 0 0
入試物理、非受験組 ・0 0 0 0 0 O 0 0 0
物理履修、非入試物理 18 220 1 7 8 18 220
普通
入試物理、受験組 3 1 4 0 0 0 3 1 4
入試物理、非受験組 1 2 3 0 1 1 1 2 3
物理履修、非入試物理 7 512 4 2 6 7 512
やや易しい
入試物理、受験組 0 00 0 0 0 0 0 O
入試物理、非受験組 0 0 0 0 0 0 0 0 0
物理履修、非入試物理 O 0 0 0 0 O 0 0 0
易しい
入試物理、受験組 0 O 0 O 0 O 0 0 0
入試物理、非受験組 0 0 0 0 1 1 0 0 0
物理履修、非入試物理 1 0 1 O 0 O 1 0 1





経営 法 合計経営 法 合計経営 法 合計
面白かった
入試物理、受験組 0 0 0 O O 0 0 3 3
入試物理、非受験組 0 1 1 0 0 0 0 0 0
物理履修、非入試物理 4 0 4 2 O 2 2 2 4
つまらなかった
入試物理、受験組 0 1 1 0 0 0 0 0 0
入試物理、非受験組 1 2 3 O 0 0 1 1 2
物理履修、非入試物理 10 4 14 3 5 8 4 16 20
どちらとも言えない
入試物理、受験組 3 1 4 0 0 0 0 1 1
入試物理、非受験組 2 2 4 O 0 0 0 0 0
物理履修、非入試物理 21 526 1 9 10 8 11 19
回答無し
入試物理、受験組 O O 0 0 0 0 0 0 0
入試物理、非受験組 0 0 O 0 2 2 0 0 O
物理履修、非入試物理 0 0 0 2 2 4 0 0 0
























































営学。 法学部 合計 経　　営　　学　　部 法　　　学　　　部
合格 D H 合格率 Hの割合 合格 D H 合格率 Hの割合
986年 10 10 6 1 3 60％ 30％
987年度 12 12 11 0 1 92％ 8％
988年 117 11786 4 27 74％ 23％
989年 34 34 30 0 4 88％ 12％
990年 79 79 68 1 10 86％ 13％
991年 48 48 39 3 6 81％ 13％
992年度 106 45 151 93 2 11 88％ 10％ 37 0 8 82％ 18％
993年 144 52 19611412 18 79％ 13％ 41 5 6 79％ 12％



























分類 前　　期　　課　　題　　項　　目 経営学部 法学部A 核分裂エネルギー・原子力発電 9 13A 核融合エネルギーの平和利用 2 6A 室温核融合 2 2B 太陽 19 20
B 天体の運動 0 2B 宇宙の誕生と起源 13 22
B 地球の誕生 9 19
合計 54 84
後　　期　　課　　題　　項　　目
B 火星 25 41












ク　　　ラ　　　ス 受講者数 合格 D H Hの割合
経営情報科学A 41 33 3 5 12％
経営情報科学B 39 36 2 1 3％
経営情報科学C 46 44 1 1 2％
経営情報科学D 43 41 1 1 2％
経営情報科学（再履） 36 15 2 19 53％
除く再履
合　　　　　計 205 169 9 27 13％ 4％
V．まとめ
1．物理学的手法の応用
　現象の奥に横たわる根本原理は簡単なものであるはずである、ということ
は物理学者の信念といってよい。わずかな基本法則を基にして、論理的な思
考を積み重ね、個々の現象を説明することが物理的手法である。そして、ま
ず、現象を正しく把握するため、問題を分析し、基本的な要素に分解する。
それらの要素の関係を明らかにするため、数量化を試みる。億測を入れるこ
となく得られた情報に基づいて判断を下すということが重要である。物理学
以外の問題を扱う場合にも同じことがいえる。　しかし、物理学以外の問題
に物理学の手法を取り入れる場合には、物理学におけるほど確固たる根本原
理なるものがあるとは限らないことを忘れてはならない。
2．文科系の学生にも役に立っ物理学
　文科系学生にどのような物理学を教えればよいのかは、頭を悩ますところ
である。高木隆司〔1〕は物理教育をより普及するためには楽しく学ぶことが
大切で、そのための提言として、（1）物理の学習に王道を作ること、（2）面白
いテーマを自由に追及させること、をあげている。また小出義夫〔2〕は、文
科系物理教育のキャッチフレーズとして（1）やさしい物理学、（2）身近な物理
学、（3）おもしろい物理学、（4）役に立っ物理学、をあげ、それぞれにっいて
いろいろな問題点を指摘した上で、文科系学生にとってr役に立っ物理学」
　　　　　　　　　　　　　　一134一
経営学における物理教育
は有り得るのか、有るというのなら、それはどのようなものかと問うている。
　面白い物理学に徹底すると、トピックスとなる話題のみを追いかけ、総花
的にただ紹介する、テレビの紀行番組のような講義となってしまう。学生が
興味を持っ話題を取り上げることは大事であるが、物理学の根本原理との関
係を明らかにしっっ、その内容を解りやすく解説する努力が大切である。
　著者は文科系の学生にも物理的な思考法が必要である、と考えている。っ
まり、どのような問題に遭遇しても、問題の基本に戻って攻略法を考える、
ということである。講義では前述のテーマに分けていろいろな話題を紹介し
ているが、どれも基本に戻って考えれば理解できる現象である、ということ
を強調しているっもりである。r物理学」の講義を受講して、問題の基本に
戻って考えを積み重ねて行くことの大切さ、考えることの楽しさを分かって
もらえば幸いである。物理を研究する者の立場からいえば、今よりもっと理
科教育や基礎研究の重要性に理解を示す、政治家や経営者などの文科系の人
問が大勢必要なのである。
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